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令和元年度 

一般財団法人やない花のまちづくり振興財団 事業計画書 

（平成 31年４月１日から令和２年３月 31日まで） 

 

１ 事業目標 

財団の設立趣旨に基づき「やまぐちフラワーランド」を拠点として、市民、地域団体、

企業、花き生産者、行政などが協働して、花のまちづくりができる環境づくりに取り組む

ことにより、地域の花き振興の推進、地域内外の交流による地域の活性化、快適な生活空

間の創出に寄与することを目的に事業を実施します。 

また、やまぐちフラワーランドの指定管理者として、当該施設を適正に管理運営します。 

 

２ 事業計画  

（１）緑化と花いっぱいの推進 

ア 花の育苗ボランティア活動（市民力による花いっぱいの推進及び啓発） 

育苗ボランティアの輪を広げ、種子からの育苗を実施し、公共施設などでの花壇づ

くりを推進します。 

具体的には、育苗された苗の半数を回収し公共施設などで活用し、残る半数は育苗

ボランティアの自家消費や地域での花壇づくりなどに活用、またフラワーランド協賛

店とも連携して、町並みを花で飾る活動を推進します。 

また、学校育苗ボランティアとして、学校内でも種子からの育苗を実施し、育てた

苗の半数を公共施設向けとして回収、残る半数は学校での花壇づくりなどに活用し、

子どもたちに花育を通じた花いっぱいの啓発や情操教育に寄与する活動を推進します。 

  （2019（Ｈ31）年１月末現

在） 

 

 

 

 

 

 

 

イ 市民花壇に対する支援 

柳井市内の市民団体などが管理運営している市民花壇を対象として、年２回の苗・

肥料の支給、相談・技術的助言を行うことにより、緑化と花いっぱい運動を効率的、

効果的に進めます。      対象花壇数：54か所（41団体） 

 

育苗ボランティア参加者数 56人 

育苗回数（講習会実施） ２回／年 

育苗計画数（回収数） 7,518本 

苗の配布先 36か所 

協賛店におけるプランター設置 121か所 

学校育苗ボランティア参加校数 小学校  ８校 

中学校  ３校 
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ウ 推進地区の設定 

柳井駅から柳井小学校までの麗都路通りや白壁の町並みを「緑化と花いっぱい運

動推進地区」に設定して、年２回、花苗などを支給し、柳井市の玄関口の飾花に努

めます。 

       

（２）花に関する情報収集及び花のまちづくりに関する啓発普及活動 

花のまちづくりや花の楽しみ方、園芸技術水準やガーデニングに対する思いを満足さ

せる情報の収集、広報紙などによる情報発信に取り組み、啓発普及活動を推進します。 

   ア 花のまちづくりに関する取組や花の楽しみ方、花のある生活など花に関する情報

の収集、調査研究を実施します。 

   イ 啓発普及：花に関する情報を広報紙などにより発信し、花のまちづくりへの参加、

協力等を促進していきます。 

   ウ 花育の推進：小中学校を主体として、教育や地域活動に花を取り入れる取組みを

行い、花と緑に親しみ・育てる機会を提供することにより、やさしさや美しさを感じ

る情操性を育む活動を進めます。 

   エ 子育て支援：花と緑に囲まれた環境の中で、妊娠・育児の悩みや不安やストレス

を解消することにより、健康管理とリラックス感を得ることを目的とします。 

また、託児による子どもの預かり場所を設けることで、異なる世代間の交流を促進

します。 

引き続き、毎月第３日曜日の家庭の日については、小中学生無料の取組みを進める

とともに、他施設や地域での行事との連携を図り、積極的に子どもたちの入園を促進

します。 

オ 園芸療法の推進：定期的な勉強会を開催するとともに、地元中学校特別支援学級の

職場実習の受入れなど、花と触れ合うなかで、地域で生きていくための支援を進めま

す。 

また、福祉・医療施設などと連携して、園芸療法の周知に取り組みます。 

カ エディブルフラワーの推進：柳井市と協働し、エディブルフラワー（食用花）の展

示など行い、花使いの多様性を提案します。 

    

（３）やまぐちフラワーランドの管理運営業務の実施 

（詳細については、別紙 1やまぐちフラワーランドの管理運営に係る事業計画（令和元

年度）） 

やまぐちフラワーランドの指定管理者として、施設の効用が十分に発揮できるよう地

域力を結集して適切な管理運営に努めると共に、来園者が花と緑に親しむ場を提供しま

す。 

年間入園者数 12 万人を当面の目標として、イベントやＰＲを行い入園者の拡大に努

力します。 
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ア 管理運営業務  

（ア）施設及び設備の維持管理 

利用者が安全で快適に利用できるよう、各種マニュアルに基づき、施設及び設備の

機能維持に努めます。 

（イ）花との触れ合いの機会の提供 

来園者に対して、ガーデニングの提案を行うため、多くの品目・品種の花材を使用

し、花本来の性質を十分に生かした花壇管理を行います。 

また、環境にやさしい植物の利用や摘み取り体験など植物を使った教室等の提案を

行います。 

（ウ）花に関する情報、資料の収集及び提供 

花に関する書籍の充実を図り、各種情報の収集と情報交換ができる場とします。 

ホームページやフェイスブックのほか多様な広告媒体により、各種情報を地域内外

に発信します。 

また、他施設との連携を積極的に行い、各種の情報提供に努めます。 

（エ）施設の使用許可等及び入園料、施設使用料の収受 

施設及び設備の適正な使用、正確な入園料、施設使用料の収受に努めます。 

 

イ 自主事業 

施設利用者の利便を図るため、フラワーランドの魅力が高まるよう、花と緑をテーマと

する魅力ある運営を基本とした物販事業（コッコロ、温室売店）を実施します。 

実施に当たっては、各種機関との連携により地産地消やオリジナル商品の開発に努める

とともに、花の楽しみ方の提案も行います。 

花苗や鉢花、切り花などについて、市場や生産者、種苗会社などとの連携強化、山口県

花き振興センターとの連携など、多角的視点からの販売展開を進めます。 

特に、花苗については展示と販売の結び付けを強化します。 
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（別紙１） 

やまぐちフラワーランドの管理運営に係る事業計画（令和元年度） 

 

１ 運営上の基本方針 

 

（１）目指すべき方向 

やまぐちフラワーランドが、県内でも年間を通じ温暖、多日照である柳井市に設置され

たことは、1年を通じて花に触れ合う機会を提供できるものです。 

この特性を活かしつつ、「癒し」「花育」「生涯学習」など、花の持つ多様性を発揮で

きる分野を追求しつつ、花への希望や思いを探る情報受信基地・新しい花の生活シーンや

価値観を創造する花のまちづくりの拠点として、「すべての人が花きを通じ、癒しと楽し

み、生きがいを生み出す」ことを目指した、ユニバーサルガーデン（Universal Garden：

すべての人の庭園）としての施設運営を行います。 

フラワーランドは、「人」と「自然」との関わりの中で、共に考え、成長していく施設

となることが望まれており、「山口県の花（柳井地域の花）」を基本として、来園者と関

係者がそれぞれ主役となって交流することができる場となる運営を目指します。 

   そのため、単なる施設運営ではなく、県民・地域の人々から愛され、親しまれる施設

となるよう努力します。 

   あわせて、隣接する山口県花き振興センターとの連携を図り、花き振興の総合拠点と

しての機能を発揮することのできる運営を行ないます。 

   さらには、山口県東部地域での観光施設としてのニーズも高まっており、広島県西部

地域をはじめ岩国錦帯橋空港による首都圏域などからの、山口県への交流人口の増加も視

野に入れた運営を目指します。 

 

（２）基本方針 

ア 花きの消費に対する意識の高揚を図り、地域の花き振興に寄与するように努めます。 

年間通じて花のある生活文化の創造につながる多様なガーデニングを提案し、消費者の

花き消費に対する意識を高める運営を展開します。 

 

イ 丈夫で使いやすい花材や花の組み合わせを、より一層わかりやすく提案することによ

り、家庭や地域において、気軽にガーデニングに取り組めるような環境づくりを進める

ため、販売・体験・講習会などの充実を図ります。 

 

ウ 植替花壇については、気象・土壌条件に馴染む品種、地元で生産される「こだわりの

花苗」を植栽するとともに、花きの地産地消の促進や花き育苗の知識向上、生産・販売

等に関する情報提供により、花き生産者の養成、産地化を支援します。 
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エ 自然環境を活かした触れ合いの場として活用します。 

フラワーランドは、従前の棚田の地形や周囲の山林が極力自然のまま残され、地域の

歴史的建造物である長溝水路も活かされた施設となっています。 

里山環境やビオトープを保全し、自然と歴史と造成された庭園等を一体的に利活用し、

交流、触れ合いの場として提供します。 

 

オ 地域との連携による参加型・交流型の運営による、リピーターの確保に努めます。 

市民・学校・各種団体等に働きかけ、コミュニティーガーデンの庭づくりに積極的に

参加していただくなどにより、共に育つフラワーランドを目指します。 

 

カ 来園者が交流できる参加型・体験型のイベント・講習会などを充実させ、情報の共有・

受発信を行い、花や緑に対する意識の向上や活動を活性化させる運営を行います。 

また、団体・グループの活動フィールドとしての施設の利用を促進し、花のまちづく

りの拠点となるよう努めます。 

 

キ 次世代を担う子どもたちが、花に親しみを持ち、花と関わる環境づくりに努めます。 

 

ク 子どもから高齢者、障がい者等の区別なく、誰でも参加できる企画・運営を行います。 

  フラワーランドは、ユニバーサル施設計画を基に整備されており、花や園芸の持つ「心

の癒し」、「心の健康」の効果の検証として、園芸療法等の考えを取り入れ、緑や土と

触れ合うことで、あらゆる人に安らぎを感じてもらえる運営を行います。 

 

ケ 山口県花き振興センターと連携した運営に努めます。 

  「山口県花き振興センター」と「やまぐちフラワーランド」が同一敷地内に整備され

た特性を活かすため、両施設の連携を密にした運営を行うことにより、県産花きの生産、

市民への情報提供、販売促進など相互に機能を補完しながら、相乗効果を発揮できるよ

う努めます。 

また、各種苗メーカーなどにも働きかけを行い、消費者に対しての新作発表や情報提

供の場所としての活用を進めます。 

 

コ 他の各種施設と連携を図り、やまぐちフラワーランドのＰＲと花の情報発信に努めま

す。 

 

サ ボランティアの参画による運営の活性化に努めます。 

施設運営を活性化させていくための地域住民の参加システムは不可欠であり、その一

環として、主に来園者サービス業務やワークショップ等にボランティアでの参画を求め、

それら参加者の個性を活かして活動できる場の創出に努めます。 
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２ 花きの植栽計画 

 

（１）基本的な考え方 

やまぐちフラワーランドは来園者に、ガーデニングの提案を行うため、多くの品目・品

種の花材を使用し、本来の性質を十分に生かした花壇管理を行ないます。また、植物を使

った体験や遊びの提案を行います。 

令和元年度については、品目、品種を厳選し、コレクション花壇を使って園内に植栽す

る品種全部の展示紹介を行い、それらの花、葉物を組み合わせて各花壇を彩ります。また、

フラワーガーデンは、同一品目を一面に植栽し、写真スポットとなるような花壇とします。 

生産者や種苗メーカーなどと連携しながら、積極的に試験栽培を実施し、年間を通して

元気な花たちが咲き誇る花壇づくりを目指します。 

収穫や体験イベントなどに使える花壇を設け、園内での各種教室との連携や、家庭や地

域、学校など様々な場面で取り入れることのできる花壇づくり、情報交換のできる場づく

りとなる運営を行ないます。 

プランターやハンギングバスケットの活用、立体的な展示なども取り入れ、四季を感じ

とることのできる庭園づくりを目指します。 

山林部に隣接している花壇については、より借景効果（※庭園外の山や樹木などの風景

を、庭を形成する背景として取り入れたもの）を高め、自然との共生の中で魅力ある空間

づくりを提案します。 

山口県花き振興センターや各種苗メーカーとの連携を強化し、より多くの品目・品種の

花材を使用するとともに、新しい品種の紹介にも努め花の消費拡大を図ります。 

 

（２）計画内容  

月 旬 本数 備 考（主な花等） 

４ 上旬 49,200 ペチュニア、ロベリア、バーベナなど 15品目 

５ 中旬 45,280 サルビアファリナセア、エキナセアなど 13品目 

６ 上旬 40,920 コリウス、トレニア、ニチニチソウなど 17品目 

７ 上旬 20,040 アンゲロニア、ケイトウ、ペンタスなど 11品目 

９ 上旬 57,360 コスモス、キキョウ、ジニアなど 14品目 

11 上旬 119,400 パンジー、ビオラ、ストックなど 17品目 

３ 上旬 56,520 アイスランドポピー、エスコルチアなど 17品目 

計  388,720  
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ア 植栽基本計画  

花壇名 コンセプト 植栽花材（31年度） 

エントランス 

（円形花壇） 

低木を境に中央には高性の季節を感じさせ

る花材を使用し、外側には鮮明な花色の品

種を使い、道路や駐車場からの視点に対応

したボリューム感とインパクトのある演出

を行います。 

植栽回数は年５回。 

 

◇ 4～5 月：ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ﾊﾞｰﾍﾞ

ﾅ 

◇ 6～8 月：ﾊｲﾋﾞｽｶｽ、ﾌﾚﾝﾁ

ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

◇ 9～10 月：ｱﾌﾘｶﾝﾏﾘｰｺﾞｰﾙ

ﾄﾞ 

◇ 11～2 月：ﾊﾅﾅ、ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、

ﾋﾞｵﾗ 

◇ 3 月～：ｸﾚﾋﾟｽ、ﾌﾛｯｸｽ、

ｼﾚﾈ 

エントランス 

（前池） 

池に沿った曲線状の長い花壇、振興センタ

ー事務所横の長い花壇とも多花性で開花

期間の長い、色がはっきりした花材を植栽

し、センタープラザ通路や道路側からの視

点に対応します。また、無料ゾーンでもあ

り、できる限り手のかからない品目を選択

します。 

植栽回数は年４～５回。 

 

 

◇ 4～5 月：ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾊﾞｰﾍﾞ

ﾅ、ﾀﾞｰﾙﾍﾞﾙｸﾞﾃﾞｰｼﾞｰ 

◇ 6～8 月：ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ 

◇ 9～10 月：ｾﾝﾆﾁｺｳ 

◇ 11～2 月：ﾊﾅﾅ 

◇ 3月～：ﾈﾓﾌｨﾗ、ﾜｽﾚﾅｸﾞｻ、

ｴﾘｼﾏﾑ、ﾘﾅﾘｱ 

◇ 4～5 月：ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ、

ﾀﾞｰﾙﾍﾞﾙｸﾞﾃﾞｰｼﾞｰ 

◇ 6～8 月：ﾄﾚﾆｱ 

◇ 9～10 月：ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 

◇ 11 月～：ﾑﾗｻｷﾊﾅﾅ、ｸﾘｻﾝ

ｾﾏﾑ 

ウェルカムガーデ

ン 

入園ゲートから入ってすぐに皆さんを出迎

えるため、その時期おすすめの、草花、球

根、宿根草、花木を組み合わせて四季と色

合わせの美しさを演出します。 

植栽回数は年４回。 

4～3月：季節の草花、球根、

花木、宿根草他 

花車 

（花くるりん） 

直径１５．５m、四季折々の花をのせた２

４個のゴンドラが回転するフラワーランド

のシンボルは、大きな花、多花性の花、色

の鮮やかな花を使うことで、存在感のある

演出を行い、写真スポットとなるようにし

ます。また、品目によっては、花色も変更

し、新鮮な印象を与えます。 

植栽回数は年１２回。 

◇4 月：ｸﾘｻﾝｾﾏﾑﾑﾙﾁｺｰﾚ、5

月：ﾍﾟﾁｭﾆｱ、6月：ｲﾝﾊﾟﾁｪﾝｽ、

7月：ﾍﾞｺﾞﾆｱﾋﾞｯｸﾞ、8月：ﾍﾞ

ｺﾞﾆｱﾄﾞﾗｺﾞﾝｳｲﾝｸﾞ、9月：ﾍﾞｺﾞ

ﾆｱｾﾝﾊﾟﾌﾛｰﾚﾝｽ、10月：ﾍﾞｺﾞﾆ

ｱｾﾝﾊﾟﾌﾛｰﾚﾝｽ、11月：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、

12月：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、1月：ﾊﾎﾞﾀﾝ、

2 月：ﾋﾞｵﾗ、3 月：ｸﾘｻﾝｾﾏﾑﾑ
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ﾙﾁｺｰﾚ 

 

自由広場 

左 

四季を代表する旬の花から、草丈の高いも

の、花の大きいもの、色合いのはっきりし

たものを一面に植栽し、入園ゲートから入

ったときの印象を強くするとともに、来園

者の写真スポットとなるような演出を行い

ます。 

植栽回数は年４回。 

◇ 5～8 月：ﾐﾚｯﾄ、ｴｷﾅｾｱ 

◇ 9～10 月：ｻﾙﾋﾞｱｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ

ﾝｽ 

◇ 11月～2月：ｽﾄｯｸ、ﾊﾟﾝｼﾞ

ｰ 

◇ 3 月～：ﾘﾋﾞﾝｸﾞｽﾄﾝﾃﾞｰｼﾞ

ｰ 

自由広場 

右 

華やかなバラと調和するような品目、品種、

花色を選定し、より華やかで立体的な花壇

を演出します。自由広場左花壇、屋上庭園

と調和する花色とします。植栽回数は年４

回。 

◇ 4～5 月：ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ、ｱﾙﾒﾘ

ｱ、ｷﾝｷﾞｮｿｳ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ﾌﾛ

ｯｸｽ 

◇ 6～8 月：ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｱﾝｹﾞﾛ

ﾆｱ、ﾄﾚﾆｱ 

◇ 9～10 月：ｽﾋﾟﾗﾝｻｽ、ｼﾞﾆ

ｱ、ｶﾚｯｸｽ 

◇ 11月～：ｽﾄｯｸ、ﾃﾞｰｼﾞｰ、

ﾋﾞｵﾗ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ 

自由広場 

丸花壇 

小さなまん丸の形を活かし、入園ゲート、

イベントホールから見て目立つように、は

っきりした色、形の花を植栽します。 

植栽回数は年３回。 

 

◇ 5～6 月：ｼﾞﾆｱ、ｻﾝﾋﾞﾀﾘｱ 

◇ 7～10 月：ﾍﾟﾝﾀｽ 

◇ 11月～：ﾃﾞｰｼﾞｰ 

自由広場 

東屋周辺 

東屋側の場所を活かして、草花、球根、宿

根草、花木を組み合わせて四季と色合わせ

の美しさを演出します。 

さらに、新規導入予定品目の試験的な栽培

も実施します。 

植栽回数は年４回。 

4～3月：季節の草花、球根、

花木、宿根草他 

フラワーガーデン 

大面積部分は、四季を感じる花でランドス

ケープ向きの品種を使い、同一品目の単色

又は複色グラデーションとなるように植栽

し、大きな棚田の地形を活かします。 

また、写真スポットになるよう、花色がは

っきりでるようなデザインとします。 

植栽回数は年６回。 

◇ 4 月：ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、

ﾛﾍﾞﾘｱ 

◇ 5～6 月：ﾐﾚｯﾄ、ﾍﾟﾁｭﾆｱ、

ｻﾙﾋﾞｱﾌｧﾘﾅｾｱ、ﾌﾚﾝﾁﾏﾘｰｺﾞ

ｰﾙﾄﾞ、ｻﾝﾋﾞﾀﾘｱ 

◇ 7～8 月：ｹｲﾄｳ、ﾋﾏﾜﾘ、ﾄ

ｳｶﾞﾗｼ、ﾍﾟﾝﾀｽ、ﾍﾚﾆｳﾑ、

ｼﾞﾆｱ 

◇ 9～10 月：ｽﾋﾟﾗﾝｻｽ、ﾒﾗﾝ
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ﾎﾟｼﾞｳﾑ、ｼﾞﾆｱ 

◇ 11～2 月：ｶﾚﾝｼﾞｭﾗ、ｽﾄｯ

ｸ、ﾊﾅﾅ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾊﾟﾝｼﾞ

ｰ、ﾋﾞｵﾗ 

◇ 3月～：ｴｽｺﾙﾁｱ 

実りの庭 

珍しい品種の野菜やエディブルフラワーを

組み合わせ、実用と観賞を兼ねた植栽にし

ます。 

収穫物は、園内のイベント等で活用します。 

植栽回数年３～４回。 

 

◇ 5～7 月：ﾊﾞｼﾞﾙ、ｼｿ、ﾅｽ、

ｵｸﾗ等 

◇ 7～10 月：ﾄｳｶﾞﾗｼ 

◇ 9 月～：ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、ﾘｰﾌﾚﾀ

ｽ等 

◇ 11月～：ｷﾝｷﾞｮｿｳ 

◇ 3月：ﾑｽｶﾘ、ｸﾛｯｶｽ 

コレクション花壇 

１（上段） 

 『全ての庭園の花はコレクション花壇か

ら伝わる』ことをコンセプトに、毎月植栽

する花を一同に展示紹介する場所としま

す。また、連作障害の軽減を図るため、植

え替えパターンも徐々に変更します。 

植栽回数は年７回。 

 

4～3月：植栽する全ての花 

コレクション花壇 

２（下段） 

コレクション花壇１と同様、毎月植栽する

花を展示紹介し、様々な色、形、性質を来

園者にＰＲします。 

また、紹介した花の中から大型花材や葉物

などを組み合わせてデザインし、使い方を

提案します。中段の花壇は園道からの視点

にも対応するためシンプルなデザインとし

ます。 

植栽回数は年５回。 

◇ 4～5 月：ｷﾝｷﾞｮｿｳ、ﾀﾞｰﾙ

ﾍﾞﾙｸﾞﾃﾞｰｼﾞｰ、ﾅｽﾀﾁｭｰﾑ、

ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ、ｽﾃｨﾊﾟ 

◇ 6～8 月：ﾙﾄﾞﾍﾞｷｱ、ｱﾙﾃﾙ

ﾅﾝﾃﾗ、ﾊｲﾋﾞｽｶｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、

ﾒﾗﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、ﾄｳｶﾞﾗｼ、ﾌﾚﾝ

ﾁﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ、ｺﾘｳｽ 

◇ 9～10 月：ﾒﾗﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、ﾋ

ﾎﾟｴｽﾃｽ、ｱﾌﾘｶﾝﾏﾘｰｺﾞｰﾙ

ﾄﾞ、ｼﾞﾆｱ、ｶﾚｯｸｽ、ｶﾞｰﾃﾞ

ﾝﾏﾑ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｺｽﾓｽ 

◇ 11～2 月：ﾊﾎﾞﾀﾝ、ﾋﾞｵﾗ、

ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ｱﾘｯｻﾑ、

ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、 

◇ 3月～：ｶﾚﾝｼﾞｭﾗ、ﾜｽﾚﾅｸﾞ

ｻ、ｸﾚﾋﾟｽ、ｷﾝｷﾞｮｿｳ、ﾌﾛｯ

ｸｽ、ｼﾚﾈ、ﾈﾓﾌｨﾗ、ﾈﾒｼｱ、

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ 
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彩りの谷 

庭園デザイナーポール・スミザー氏監修に

よる、グラス類、宿根草を中心としたナチ

ュラルガーデン。 

適宜管理 

ハーブの丘 

上段にあるハーブとの調和を図るように花

壇づくりを行い、その前面の植え替え花壇

で季節感の演出を行います。 

植栽回数は年４回。 

◇ 5～6 月：ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾊﾞｼﾞﾙ、

ｼﾞﾆｱ 

◇ 7～10 月：ｹｲﾄｳ、ｻﾙﾋﾞｱｺ

ｸｼﾈｱ、ﾍﾟﾝﾀｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、

ﾄｳｶﾞﾗｼ 

◇ 11～2 月：ﾋﾞｵﾗ、ｷﾝｷﾞｮｿ

ｳ、ｽﾄｯｸ、ﾊﾎﾞﾀﾝ、ｼﾛﾀｴｷﾞ

ｸ 

◇ 3月：ｱｲｽﾗﾝﾄﾞﾎﾟﾋﾟｰ 

ロックガーデン 

ハーブの丘周辺の花壇はハーブの丘と同様

のコンセプトと回数で植栽します。 

岩沿いの花壇は周囲の背景、現在植栽して

ある花木や多肉植物と調和を図るように、

宿根草や球根類を混植します。 

植栽回数は年６回。 

◇ 5～8 月：ﾍﾞｺﾞﾆｱ、ﾐﾚｯﾄ、

ﾍﾟﾁｭﾆｱ 

◇ 5～6 月：ｱｹﾞﾗﾀﾑ、ﾊﾞｼﾞﾙ、

ｼﾞﾆｱ 

◇ 7～10 月：ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｹｲﾄｳ、

ｻﾙﾋﾞｱｺｸｼﾈｱ、ﾍﾟﾝﾀｽ、ﾄｳｶﾞ

ﾗｼ 

◇ 9～10 月：ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ｺｽﾓ

ｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、 

◇ 11月～2月：ﾋﾞｵﾗ、ｼﾛﾀｴ

ｷﾞｸ、ﾊﾎﾞﾀﾝ、ｷﾝｷﾞｮｿｳ、 

◇ 3月～：ｼﾚﾈ、ﾈﾒｼｱ、ｷﾝｷﾞ

ｮｿｳ、ﾌﾛｯｸｽ、ｸﾘｻﾝｾﾏﾑ、

ｴﾘｼﾏﾑ、ｱｲｽﾗﾝﾄﾞﾎﾟﾋﾟｰ 

欧風庭園 

ガゼボ、トピアリーを中心に、小さなアイ

ランドベッドを活かして、品目数を限定し、

同系色又は反対色を組み合わせた花壇とし

ます。 

シンプルではっきりしたデザインを取り入

れることで園道上からの視点に対応しま

す。 

植栽回数は年４回。 

◇ 4～5 月：ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ﾊﾞｰﾍﾞ

ﾅ、ﾌﾛｯｸｽ、ﾛﾍﾞﾘｱ 

◇ 6～8 月：ｹｲﾄｳ、ﾍﾟﾝﾀｽ、

ｺﾘｳｽ 

◇ 9～10 月：ｻﾙﾋﾞｱｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ

ﾝｽ、ｼﾞﾆｱ、ﾋﾎﾟｴｽﾃｽ 

◇ 11月～：ｽﾄｯｸ、ﾋﾞｵﾗ 

水辺の冒険広場 

水上花壇 

水上に浮かぶ５つの花壇は、季節の草花を

寄せ植えにし、水辺の景色、ボーダーガー

デンと調和するデザインで植栽します。 

植栽回数は年４回。 

4～3月：季節の草花 
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ボーダーガーデ

ン 

全長 50mの長さを活かし、同一品目若しく

は相性のいい花種を混植します。 

入園ゲートから見てもはっきりとわかる

色、配置で写真スポットとなるようインパ

クトのあるデザインとします。また、自由

広場花壇とも調和を図ります。 

植栽回数は年４回。 

◇ 5～6 月：ｹｲﾄｳ 

◇ 7～10 月：ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ 

◇ 11～2 月：ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ｼﾛﾀｴ

ｷﾞｸ 

◇ 3月～：ﾙﾋﾟﾅｽ 

里山の冒険広場 

遊具周辺の花木園は、アジサイなどの四季

の花で演出し、樹木下の園道には、ヒュー

ケラやホスタ、ヤブランを花木と組み合わ

せたシェードガーデンを充実させます。 

植栽回数は随時。 

 

コミュニティガー

デン 

園路沿いの花壇はダリアなどの球根類と大

型の宿根草を背景に季節の草花を植栽し

ます。 

中段、上段の花壇は来園者向けの体験花

壇、園芸療法教室で使用できる花壇としま

す。 

植栽回数は年４回。 

4～3 月：球根類を中心に季

節の草花 

ローズガーデン 

藤棚下の小さな区画は、デザインを工夫し

多品目混植の花壇とします。 

バラと調和するやさしい色合いの草花を植

栽し、球根やハーブなど多年草の花材も組

み合わせながら、季節毎の提案を行います。

また、ベンチなどのエクステリアを一新し、

くつろげる空間を演出します。 

植栽回数は年４回。 

◇ 4～5 月：ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ、ﾀﾞｲｱ

ﾝｻｽ、ﾌﾛｯｸｽ、ｷﾝｷﾞｮｿｳ、

ｱﾙﾒﾘｱ、ﾛﾍﾞﾘｱ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ 

◇ 6～8 月：ﾄｳｶﾞﾗｼ、ｾﾝﾆﾁｺ

ｳ、ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ、ﾆﾁﾆﾁｿｳ、ﾄﾚ

ﾆｱ、ｱﾙﾃﾙﾅﾝﾃﾗ、ﾍﾞｺﾞﾆｱ 

◇ 9～10 月：ｻﾙﾋﾞｱｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞ

ﾝｽ、ｽﾋﾟﾗﾝｻｽ、ｼﾞﾆｱ、ﾋﾎﾟ

ｴｽﾃｽ、ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ｷｷｮｳ 

◇ 11 月～：ｸﾘｻﾝﾝｾﾏﾑ、ﾁｪｲ

ﾗﾝｻｽ、ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾋﾞｵﾗ、

ｱﾘｯｻﾑ、ﾊﾟﾝｼﾞｰ、ﾃﾞｰｼﾞｰ 

モデルガーデン 

一年草だけではなく、花木、宿根草、テラ

コッタ、ベンチも設置し、家庭で楽しむこ

とができる花の庭づくりを行います。 

また、売店で取り扱っている苗、鉢を使い、

使い方を提案する場としても活用します。

さらに、新規導入予定品目の試験的な栽培

も実施します。 

4～3月：季節の草花、球根、

花木、宿根草など 
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植栽回数は年３～４回。 

ジョイフルガーデ

ン 

草丈や花の大きさに違いのある品目を組み

合わせて中心から外側または奥側から手前

へと高低差がつくデザインで植栽を行いま

す。 

直線部分は草丈の高い植物、大型の植物を

中心に植栽しインパクトのある花壇にしま

す。植栽回数は年４回。 

 

◇ 4～5 月：ｱﾙﾒﾘｱ、ﾛﾍﾞﾘｱ、

ﾀﾞｲｱﾝｻｽ、ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ、ｼﾞｷﾞ

ﾀﾘｽ、ﾊﾞｰﾍﾞﾅ 

◇ 6～8 月：ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ、ｱﾙﾃﾙ

ﾅﾝﾃﾗ、ｻﾙﾋﾞｱﾌｧﾘﾅｾｱ、ﾊｲﾋﾞ

ｽｶｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、ﾀﾞｲｺﾝﾄﾞﾗ 

◇ 9～10 月：ｺｽﾓｽ、ｾﾝﾆﾁｺｳ 

◇ 11月～2月：ﾘﾅﾘｱ、ﾊﾟﾝｼﾞ

ｰ、ﾑﾗｻｷﾊﾅﾅ、ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ、

ﾋﾞｵﾗ 

観賞温室２ 

年間を通じて、地元のラン愛好家が育てた

ランを展示します。ランの少ない夏場は、

観葉植物、エアプランツ、ベゴニアなどを

展示し、使い方を提案する場としても活用

します。 

 

屋上庭園 

円形の花壇は、中心のパンパスグラスと調

和するような花材を選択し、屋上へと続く

南側の花壇は、多花性の花を植栽します。 

屋上通路、芝生広場の両方の視点に対応で

きるよう、葉物も組み合わせ、花を引き立

てるシンプルなデザインとします。 

植栽回数は年３回。 

◇ 5～6 月：ﾊﾞｼﾞﾙ、ｼﾞﾆｱ、

ｹｲﾄｳ 

◇ 7～10 月：ﾍﾚﾆｳﾑ、ﾄｳｶﾞﾗ

ｼ、ｾﾝﾆﾁｺｳ、ｱﾙﾃﾙﾅﾝﾃﾗ 

◇ 11月～：ｼﾛﾀｴｷﾞｸ、ﾊﾟﾝｼﾞ

ｰ、ﾊﾅﾅ 

ケアガーデン 
『植物は見るだけではなく五感で楽しむ』

をテーマにした花壇。 

4～3月：季節の草花、球根、

宿根草など 

 

イ 植替月について 

花壇のコンセプトや場所に応じて植え替え回数を年３～６回で調整します。 

全花壇を概ね２パターンに振り分け、開花した花が常にあるような状態を維持します。 

ただし、植栽品目の生育状況や天候によっては、パターンを変更します。（第４～７） 

区分 植替月 花壇名 

第１ ５月⇒７月⇒１１月⇒

３月 

コレクション１、ボーダーガーデン、ハーブの丘、ロ

ックガーデン一部 

第２ ４月⇒６月⇒９月⇒１

１月 

コレクション１、エントランス（前池）一部、自由広

場右、欧風庭園、ローズガーデン、ジョイフルガーデ

ン 

第３ ４月⇒６月⇒９月⇒１

１月⇒３月 

コレクション２、エントランス（円形）、エントラン

ス（前池）一部 
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第４ ５月⇒９月⇒１１月⇒

３月 

自由広場左 

第５ ５月⇒７月⇒１１月 自由広場丸花壇、屋上庭園 

第６ ５月⇒９月⇒１１月 フラワーガーデン一部 

第７ ４月⇒５月⇒７月⇒９

月⇒１１月⇒３月 

フラワーガーデン一部 

その他 以下の庭園は植栽計画から除外します。 

ウェルカムガーデンは草花の状況に応じて、随時植え替えを行います。 

花車は、基本的に毎月最終木曜日に入れ替えを行います。 

みのりの庭は 5、9、11、3 月を中心に、野菜の状況に応じて、随時植え替えを

行います。 

コミュニティガーデンは、植栽品目の状況に応じて、随時植え替えを行います。 

モデルガーデンは、売店商品の販売や草花の状況に応じて、随時植え替えを行

います。 

ケアガーデンは植栽品目や実習などの状況に応じて、随時植え替えを行います。 

園内のプランターやハンギングは、第１パターンを基本路線とし展示します。 

 

ウ 花壇植替え期間 

来園者に花壇を楽しんでいただくよう、植替え期間はできる限り短縮するように調整し

ます。 

原則として、土日の植栽を基本的に行わないようにするため、休園日前日の水曜日から

翌週水曜日の８日間とします。また、花壇の品質保持のため、９月植栽の一部を８月下旬

に植栽します。 

植替

月 

植替え期間 苗納入日 

４月 ３日（水） ～ １０日（水） １日（月） ～ ２日（火） 

５月 ８日（水） ～ １５日（水） ６日（月） ～ ７日（火） 

６月 ５日（水） ～ １２日（水） ３日（月） ～ ４日（火） 

７月 ３日（水） ～ １０日（水） １日（月） ～ ２日（火） 

９月 ８月２０日（火） ～ ８ 月 ２ ３ 日

（金） 

８月１９日（月）   

９月 ４日（水） ～ １１日（水） ２日（月） ～ ３日（火） 

１ １

月 

１ ０ 月 ３ ０ 日

（水） 

～ １ １ 月 ６ 日

（水） 

１０月２８日（月） ～ １０月２９日

（火） 

１ １

月 

７日（木） ～ １４日（木） ５日（火） ～ ６日（水） 

３月 ４日（水） ～ １１日（水） ２日（月） ～ ３日（火） 

３ イベント、講座等の実施計画 
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（１）目的 

やまぐちフラワーランドは、一年を通じ多種多様な花が咲き誇る花の公園であり、令和元

年度も、集客、収益、魅力増加、花き振興を念頭に置きつつ、この美しい環境の中で、癒し

や楽しさを体感できる体験型や交流型のイベントを中心に構成し、花の持つ多様性を実感し

ていただける運営を行います。 

 

（２）イベントの概要  

ア 四季のイベント 

四季折々にさまざまな植物が花を開き、四季ごとにその美しさには違いがあります。 

春夏秋冬それぞれの季節の中で花の美しい時期に合わせて「四季のイベント」を実施

します。 

大道芸、ライブ、各種の体験コーナーなどの企画を複合的に実施し、集客・収益につ

なげるとともに、花の美しさとフラワーランドの楽しさを体感して頂き、再来園を促す

ことを目的とします。 

・グリーンフェスタ  ４月 27日（土）～５月６日（月） 

・サマーフェスタ   ８月 10日（土）～14 日（水） 

・オータムフェスタ 10月 25日（金）～27日（日） 

・スプリングフェスタ ３月 20日（金）～22 日（日） 

 

イ 月のイベント 

月のイベントは原則毎週末開催し、花の多様性やあしらい方などを紹介し、園芸に親

しむ場を来園者に提供します。 

また、これらを定期的な開催とすることで、入園パスポート所持の促進としても位置

づけます。 

さらに、月ごとにテーマを設定し、そのテーマにちなんだ体験・教室などを企画しま

す。 

 

（ア）登録講師体験教室 

     高度な技能や長年の経験などを必要とする各種の教室については、外部の講師を

フラワーランド登録講師として登録し教室等を開催します。 

     また、登録講師同士または登録講師と直営などのコラボ教室も企画します。 

 

（イ）展示会 

上記登録講師の体験教室や定期教室、地域で活動されている園芸団体と共催で、

一定期間の展示会を行います。 

生け花、アレンジメント、花の絵手紙、ドライフラワーなど、さまざまな形で楽

しめる花の多様性をＰＲします。 
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また、展示会開催時に併せ、体験教室や即売会などの開催も企画します。 

（例：絵手紙展、ヤマアジサイ展、山野草展、ラン展、盆栽展など） 

 

（ウ）園芸関連教室等 

     園芸に関する要望・興味を持つ来園者に対し、花の多様性や園芸に関する知識や

技術、コツなどを学んでいただける教室等により、園芸レベルの向上を図るととも

に、花き生産者の担い手育成も支援します。 

a一般体験教室 

花に関連する分野（フラワーアレンジメント・プリザーブドフラワー・アー

トフラワー・絵手紙・料理・草木染・寄せ植えなど）の体験教室を季節や展示

イベントと連動して、土・日を中心に月４回以上実施します。 

    b園芸療法教室 

園芸の療法的活用の普及と幅広い来園者の確保を図るため、園芸療法の紹介

と体験を実施（毎月１回）します。 

また、園芸療法教室の受講経験者などで、園芸療法に興味・関心を持った人

が地域で 活用できるよう、月１回、園芸療法勉強会を開催します。 

cその他の分野 

ビーズアクセサリー・トールペイント・草木染・イラスト工作・ジェルキャ

ンドルなどの体験教室を季節やイベントと連動して実施します。 

そのため、隣接する山口県花き振興センターとも連携して教室や講座等を実

施します。 

  （エ）子育て支援教室 

     花と緑に囲まれた環境の中で、妊娠・育児の悩みや不安、ストレスの解消の一助

となるべく各種教室等を実施するとともに、子育て家庭応援優待協賛事業所として、

無料託児開設などの補完的援助により、子育て支援を実践します。 

また、各種教室参加者の異なる世代間の交流を生むことも目的とします。 

 

  （オ）直営体験イベント 

    予約なしで随時参加が可能な体験イベントを週末に実施し、花や人と交流する機

会をつくります。 

参加しやすい体験料を設定し、子どもでも楽しめる内容も企画します。 

  

（カ）園内パフォーマンス 

    「家庭の日（毎月第３日曜日）」や四季のイベントと連動して開催し、花きに接す

る機会の少ない人への来園を促し、フラワーランドを知って頂くイベントとして定期

的に開催し、フラワーランドファンの増加、確保に努めます。 

    （例：マウンテンマウスライブ、ピエロパフォーマンス、ジャグリングパフォーマ

ンス、似顔絵等） 
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ウ フラワーランド倶楽部会員対象イベント 

   園芸について興味があり、フラワーランドを応援していただける方々で、「フラワー

ランド倶楽部」を結成し、地域密着・市民密着型の組織として稼働しています。 

その会員を対象に、園芸教室（年５～６回の連続講座）を開催し、会員確保や魅力向上

に努めます。 

また、ボランティア活動の一環として、園内装飾や会員が企画するイベントの開催、

さらには、地域のオープンガーデンや生産農家を巡るツアーの開催など多様な取組みを

模索します。 

 

エ 花卉園芸推進協議会のイベント 

   県内産花きや生産者のＰＲの場として、展示や直売、アンケートなどを実施します。 

生産者への情報提供と来園者へのＰＲにより、生産支援や消費拡大につなげます。 

また、県内産花きの魅力を伝えるため、イベントに合わせ提供するなどの企画をしま

す。 

 

オ 地域連携イベント 

県内各地での様々なイベントへ参加、参画し、ミニ体験などによりフラワーランドの

魅力を伝えます。 

柳井市内観光４施設連携イベント 

山口県内５施設連携イベント 

隣接ウェルネスパーク連携イベント 

地域企業主催のあじさい祭り（６月下旬）、お菓子祭り（10月下旬）など 

 

カ 常設体験教室 

園内の花による押し花で、しおりやコースター、根付などを作ることの出来る押し花

クラフト体験を花マーケット Coccolo内に常設し開催します。 

新規や季節限定のメニューなど、常に新たな試みに挑戦し、花の持つ多様性を紹介し

ます。 

花苗や鉢などを販売する温室売店では、常時寄せ植え体験教室を開催します。 

 

キ 団体体験教室 

草花の観賞に併せ、来園者の気持ちを「観賞」から「鑑賞」と変化させる花を使った

様々な体験を企画し、来園者の満足感を高め、見るだけの施設ではなく体感する施設で

もあることを知っていただきます。 

「観賞」自然に咲いている草花を眺めて楽しむ 

「鑑賞」人の手が加わった「盆栽」や「生け花」「フラワーアレンジメント」 

   このことの旅行会社へのＰＲにも努め、年齢層に応じた園芸体験のメニューなどを設
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定します。 

また、夏休み期間の幼保小中学校や子ども会などを対象とした教室も開催します。 

 

ク その他イベント 

 （ア）万人目セレモニー 

    平成 30年 3月 14 日に 140万人を達成しました。 

100万人達成以後は、10万人毎のセレモニーとして実施しています。 

達成者には、記念として押し花の額と季節の花などを贈呈します。 

 

 （イ）コンテスト系イベント 

コンテスト系イベントは来園者参加型のイベントであり、引き続き開催します。 

     コンテスト：花の絵手紙大賞、寄せ植えコンテスト、春・秋の写生大会 

  

（ウ）花のプレゼント 

   ａ パスポート購入者（更新含む）への花苗のプレゼントやパスポート所持者の特典

として、年４回（２月、５月、９月、12 月を予定）の花の配布や花の抽選会（毎

月実施）を行い、パスポート所持者の魅力向上に努めます。 

   ｂ 旬の花の展示を年４回開催し、展示期間終了後展示した花を抽選会等でプレゼン

トするなどにより、来園促進、来園魅力の向上につなげます。 

 

（エ）フード屋台 

集客が見込める春・秋季の土・日・祝日に、地域のグループや協賛店などを中心

に弁当類・菓子類などを販売し、にぎわいを演出すると同時に来園促進を図ります。 

 

  （オ）自然観察会 

     自然観察会を開催し、草花を使った遊びや園内生物採取など自然体験学習を企画

し、自然と触れ合う場を提供します。 

 

（カ）園内ツアー 

四季のイベントなどと連動した園内ツアーを企画します。 

バラやハーブ、野菜など個々の分野をテーマにしたツアーなど来園者の満足度の向

上に つながるツアーを企画します。 

年間を通じて、団体客や希望者については、予約の有無に関わらず可能な限り園

内ガイドを実施します。 

 

（キ）春や秋のガーデニングシーズンに合わせ、花マーケット Coccolo及び温室売店にて

「ガーデニングフェア」を実施します。 

５月・・・5月 24 日（金）～６月 12日（水） 
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11月・・11月 22 日（金）～12月 4日（水） 

 

（ク）フラワーランドを育て、ご愛顧いただいている皆さまへの感謝を表すイベントを実

施します。 

周年記念イベント  ４月 19日(金)～21 日（日）（誕生祭は 21 日） 

お客様感謝デー  12月 1日（日） 

 

（ケ）その他、花の時期や国内的催しに合わせたイベントを実施します。 

・バラウィーク ５月 11日（土）～26日（日） 

・花のクリスマス  12月 21日（土）～22日（日） 

・正月イベント（新春フェスタ） １月 3日（金） 

・夏休み宿題ウィーク、フラワーバレンタインなど 

 

（３）図書情報室の利用  

  図書情報室の機能として、次の５点を基本とします。 

ア 図書閲覧コーナー 

園芸関連の雑誌等を中心に設置 

キッズスペースとしての利用もあることから、子ども向けの園芸関連図書も揃え、

知識の習得、学びの場としても活用します。 

イ 休憩スペース 

     来園者・団体等の休憩スペースとして飲食可能とします。 

ウ 団体スペース 

     団体客等の体験教室や昼食のスペースとして利用します。 

エ キッズスペース 

     子どもが楽しめるスペースとして、安全面に配慮したおもちゃや絵本などを配置

します。 

オ ギャラリースペース 

     絵画、四季の写真、絵手紙などを掲示します。 

 

（４）その他 

割引券の配布 

   温室売店での花苗販売や寄せ植え体験などへの誘客対策として、入園時に割引券を

引き続き配付します。 

４ 花きに関する情報提供や広報宣伝などの実施計画について 

 

（１） 情報提供 

ア 基本的な考え方 

山口県花き振興センターとの連携はもとより、地域の企業などとの連携により、美
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しい花をあしらう場、花のある生活について学ぶ場として、需要の多様化や消費の拡

大につながる情報を提供します。 

 

イ 計画内容 

開花情報や催事情報を、ホームページやメールマガジン、フェイスブックなど様々

な情報ツールにより発信することにより、花きに対する関心度の向上やフラワーラン

ドへの誘客効果を高めます。 

    また、来園者へ図書情報室に配置する花き・園芸などの図書により、花に関する情

報を提供します。 

 

（２） 広報・宣伝等 

ア 基本的な考え方 

開花情報や催事情報など常に新鮮な情報を提供し、新規来園者及びリピート客の拡

大を図っていくイメージを柱とします。 

また、効果的なメッセージを伝える戦略が必要であるため、時季(植替え時期・行

楽シーズンなど）や商圏エリアを設定するなど、それぞれに応じた広報・ＰＲを行い

ます。 

    実施に当たっては、地元観光協会や商工会議所との連携、やまぐちフラワーランド

協賛店（やまぐちフラワーランドを応援する柳井地域の事業所）や地元企業、花き関

係団体や友好他施設、旅行会社などへの情報提供も行います。 

山口県内を重点としながら、隣接する広島県などへのＰＲも進めます。 

 

イ 計画内容  

（ア）ホームページなどの活用 

いつでも新鮮な情報が手づくりで可能な媒体であり、携帯サイトやブログタイ

プとして常に新鮮な情報提供に心掛けます。 

Facebook などＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス：social 

networking service）も積極的に活用し、幅広い層へのアクションを行ないます。 

（イ）リーフレットなどの作成 

     aリーフレット 

やまぐちフラワーランドの観光ＰＲや園内の案内用として必要に応じ作成し、

位置案 内・入園案内・各種花の見頃・見どころ・園内マップなどを掲載しま

す。 

 

     bイベントポスター 

       地元や関係機関との連携により、効率的かつ効果的な活用を図ります。 

 

     cイベントＰＲ用リーフレット 
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       イベント詳細情報の発信ツールとして毎月作成します。 

園内外へのＰＲとして連動したイベントポスターも作成します。 

 

     d ノベルティ（広告・宣伝のため，社名などを記して配布する記念品。） 

        イベントなどに活用し、来園やイベントへの参加意欲の促進、販売物の購入

意欲を促進させるなどのツールとして使用します。 

 

（ウ）テレビ・ラジオ等 

       テレビについては、やまぐちフラワーランドを認識してもらうためのツールの

一つとして、番組への出演やＣＭ、報道発表によるニュースなど多角的に活用し

ます。 

ラジオについては、広域エリアを対象としてテレビと同様の方向で活用します。

地元ケーブルテレビについては、番組への出演など多角的に活用します。 

 

（エ）新聞・広告 

新聞については、常に新しい情報を報道発表により提供します。 

広告については、掲載による費用対効果などを考慮し、絞り込んだ対応をしま

す。 

 

（オ）フリーペーパーなど 

       効率的・効果の見込めるものを吟味し、主に四季のイベント情報発信ツールと

して活用します。 

 

（カ）その他 

      観光施設や地元企業、フラワーランド協賛店などとの連携により、随時ＰＲに

努めます。 

入園促進を図るため、県内各学校等への団体体験教室などのＰＲを行います。 

特に、小中学生を対象とした、イベントの実施などを通じ、ＰＲ・集客に努め

ます。 

      イベント等と連携したクーポン券の活用を図ります。 

 

５ 収支計画：別添のとおり（平成 31年度予算） 

 

６ その他の利用促進策について  

（１） 夏場の集客対策として、夏休み期間中に中学生以下の子どもへの特典を検討しま

す。 

（２） 毎月第３日曜日を家庭の日として設定し、家族連れの小中学生を無料とします。 

（３） やないファミリーサポートセンターの会員は、会員証提示により小中学生を無料
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とします。 

（４） 無料入園券のプレゼント企画の充実。 

（５） 他施設との連携によるサービスの拡充。 

（６） 年間の安定的な利用を促進のため、年間利用券（パスポート）の所持者を確保・

拡大します。 

購入者や所持者に対する特典を設定します。 

   （パスポート会員の特典） 

・やまぐちフラワーランド売店・協賛店での割引や粗品進呈などの特典 

・年に４回、購入者全員を対象に抽選による花のプレゼント 

・月に１回、来園者を対象に抽選による花のプレゼント 

・購入者、更新者を対象に花のプレゼント 

 

７ 地域や団体などとの協働について 

（１）コミュニティーガーデンの運営方針 

近隣のサークル、ボランティア、各種教育機関、生産農家などとのネットワークを

構築し、住民参加による「美しい花が咲きこぼれるまち」をテーマとして、楽しく独

自性のあるプログラムを実践します。 

参加者・参加団体は、コミュニティーガーデンの１区画を自らデザイン・設計を行

い整備し、年４回程度の植栽を実施します。 

種苗会社などと連携してフィールドトライアルとしての利用を図ります。 

ガーデニングへの関心を高めるため、スクール系イベント（高齢者・主婦層対象）

や集客系 イベント(週末、祝祭日、夏休みなどに開催)としての講座・体験の場とし

ての活用も行ないます。 

 

（２）県民参加型の施設運営（コミュニティーガーデン以外） 

花や緑に関心を持ち、やまぐちフラワーランドの運営に対する助言やボランティア

活動（園内ガイドボランティア、花ボランティア）などに協力いただける方により「フ

ラワーランド倶楽部など」を組織し、それぞれの立場で施設運営に携わってもらう体

制づくりを行います。 

     

（３）県内の花き生産者・消費者などとの協働 

園内に植栽する花壇苗などについては、庭園の管理が容易となるよう山口県農業協

同組合南すおう統括本部管内で産地化を進め、園内の土壌と同じ条件で栽培管理され

た花苗を使用します。 

また、他の花苗についても、県内で生産された苗を利用することにより、県内の産

地化を支援します。 

生産者との連携により、生産された花（切り花・鉢物・苗物）を館内に装飾するこ

とにより、消費者に対するＰＲを行ないます。 
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生産や販売の戦略を構築する一助となる情報を随時提供するとともに、山口県花き

振興センターとの連携を密にし、生産者に多様な情報を提供します。 

 

（４）県内消費者などとの協働 

やまぐちフラワーランドから地域に波及する庭園づくりを発信し、花のまちづくり

を進めます。 

福祉施設などの関係団体との連携を図り、花を通じた健康づくりの提案を行ないま

す。 

市場関係者との情報交換を密にし、魅力ある庭園づくりに向けて、植栽計画に反映

させます。 

山口県花卉園芸推進協議会と連携を図り、花の情報発信基地を各地に拡げて行く活

動を進めます。 

 

８ その他 

入園者の利便・集客増を図るため、イベントに呼応した、平成 31 年度の各フェスタ

期間中などに開園日の変更を行ないます。 

（１） 臨時開園日 

月 日 （曜） 理      由 

５月２日（木） グリーンフェスタ開催期間中 

（２）臨時休園日 

月 日 （曜） 理      由 

５月１０日（金） グリーンフェスタ終了後のメンテナンス 

 



法人全体
令和元年度正味財産増減予算書

 平成 31年4月1日から令和2年3月31日まで
（単位：円）

科　　　　目
Ｉ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　(１) 経常収益
　  基本財産運用益 [  3,000 ] [  3,000 ] [  0 ]
　  　基本財産受取利息   3,000    3,000    0  
　  事業収益 [  153,377,000 ] [  151,461,000 ] [  1,916,000 ]
　  　受託事業収益 (  106,877,000 ) (  104,961,000 ) (  1,916,000 )
　  　　管理運営業務受託収益   105,391,000    103,475,000    1,916,000  
　  　　花のまちづくり事業受託収益   1,486,000    1,486,000    0  
　  　入園料等収益 (  25,800,000 ) (  25,800,000 ) (  0 )
　  　　入園料収益   25,000,000    25,000,000    0  
　  　　貸館利用料収益   800,000    800,000    0  
　  　自主事業収益 (  2,000,000 ) (  2,000,000 ) (  0 )
　  　　企画事業収益   2,000,000    2,000,000    0  
　  　物品販売等収益 (  18,700,000 ) (  18,700,000 ) (  0 )
　  　　物品販売収益   16,000,000    16,000,000    0  
　  　　委託販売収益   1,500,000    1,500,000    0  
　  　　自販機設置手数料収益   1,200,000    1,200,000    0  
　  受取補助金等 [  65,249,000 ] [  64,717,000 ] [  532,000 ]
　  　受取補助金 (  65,249,000 ) (  64,717,000 ) (  532,000 )
　  　　受取運営事業費補助金   65,249,000    64,717,000    532,000  
　  受取負担金 [  420,000 ] [  420,000 ] [  0 ]
　  　受取負担金 (  420,000 ) (  420,000 ) (  0 )
　  　　受取管理運営等経費負担金   420,000    420,000    0  
　  雑収益 [  104,000 ] [  104,000 ] [  0 ]
　  　受取利息   3,000    3,000    0  
　  　雑収益 (  101,000 ) (  101,000 ) (  0 )
　  　　雑収益   101,000    101,000    0  
　　　　経常収益計  219,153,000  216,705,000  2,448,000
　　(２) 経常費用
　  事業費 [  214,285,000 ] [  211,978,000 ] [  2,307,000 ]
　  　給料   17,196,000    16,639,000    557,000  
　  　職員手当   8,205,000    7,888,000    317,000  
　  　臨時雇賃金   28,992,000    28,238,000    754,000  
　  　福利厚生費   5,413,000    5,147,000    266,000  
　  　災害補償費   5,000    5,000    0  
　  　交際費   0    0    0  
　  　旅費交通費   241,000    230,000    11,000  
　  　通信運搬費   1,210,000    1,189,000    21,000  
　  　消耗什器備品費   0    0    0  
　  　消耗品費   5,285,000    5,170,000    115,000  
　  　原材料費   28,281,000    28,087,000    194,000  
　  　修繕費   1,641,000    1,499,000    142,000  
　  　印刷製本費   1,595,000    1,159,000    436,000  
　  　燃料費   436,000    422,000    14,000  
　  　光熱水料費   7,128,000    7,123,000    5,000  
　  　食糧費   10,000    10,000    0  
　  　賃借料   6,452,000    6,465,000   ▲ 13,000  
　  　保険料   218,000    187,000    31,000  
　  　支払手数料   431,000    411,000    20,000  
　  　広告料   3,782,000    3,753,000    29,000  
　  　諸謝金   1,145,000    1,145,000    0  
　  　租税公課   4,467,000    4,290,000    177,000  
　  　支払負担金   24,113,000    24,605,000   ▲ 492,000  
　  　支払寄付金   40,000    45,000   ▲ 5,000  
　  　委託費   55,824,000    56,075,000   ▲ 251,000  
　  　工事請負費   0    0    0  
　  　賞与引当金繰入額   1,638,000    1,524,000    114,000  
　  　商品仕入費   10,100,000    10,240,000   ▲ 140,000  
　  　期首商品棚卸高   5,926,789    5,986,324   ▲ 59,535  
　  　期末商品棚卸高  ▲ 5,926,789   ▲ 5,986,324    59,535  
　  　雑費   437,000    432,000    5,000  

予算額 前年度予算額 増　減



法人全体
令和元年度正味財産増減予算書

 平成 31年4月1日から令和2年3月31日まで
（単位：円）

科　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減

　  管理費 [  4,256,000 ] [  4,321,000 ] [ ▲ 65,000 ]
　  　役員報酬   209,000    209,000    0  
　  　給料   742,000    717,000    25,000  
　  　職員手当   355,000    340,000    15,000  
　  　福利厚生費   88,000    83,000    5,000  
　  　災害補償費   1,000    1,000    0  
　  　交際費   10,000    10,000    0  
　  　旅費交通費   9,000    9,000    0  
　  　通信運搬費   15,000    15,000    0  
　  　減価償却費 (  60,000 ) (  68,000 ) ( ▲ 8,000 )
　  　　構築物減価償却費   60,000    68,000   ▲ 8,000  
　  　消耗品費   33,000    34,000   ▲ 1,000  
　  　修繕費   4,000    3,000    1,000  
　  　印刷製本費   0    3,000   ▲ 3,000  
　  　燃料費   2,000    2,000    0  
　  　光熱水料費   514,000    511,000    3,000  
　　　食糧費  3,000  3,000  0
　  　賃借料   33,000    33,000    0  
　  　保険料   3,000    3,000    0  
　  　支払手数料   487,000    487,000    0  
　  　租税公課   164,000    152,000    12,000  
　  　支払負担金   827,000    955,000   ▲ 128,000  
　  　委託費   626,000    617,000    9,000  
　  　賞与引当金繰入額   71,000    66,000    5,000  
　　　　経常費用計  218,541,000  216,299,000  2,242,000
　　　　 当期経常増減額  612,000  406,000  206,000
　２．経常外増減の部
　　(１) 経常外収益
　　　　経常外収益計  0  0  0
　　(２) 経常外費用
　　　　経常外費用計  0  0  0
　　　　 当期経常外増減額  0  0  0
          税引前当期一般正味財産増減額  612,000  406,000  206,000
          法人税、住民税及び事業税  672,000  474,000  198,000
　　　　 当期一般正味財産増減額 ▲ 60,000 ▲ 68,000  8,000
　　　　 一般正味財産期首残高  23,780,797  22,383,386  1,397,411
　　　　 一般正味財産期末残高  23,720,797  22,315,386  1,405,411
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　 当期指定正味財産増減額  0  0  0
　　　　 指定正味財産期首残高  10,000,000  10,000,000  0
　　　　 指定正味財産期末残高  10,000,000  10,000,000  0
Ⅲ　正味財産期末残高  33,720,797  32,315,386  1,405,411


